令和４年度第６回国分寺稲門会役員議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国分寺稲門会・清水　元・URL:kokubunji-tomonkai.net
日時：２０２２年９月２９日（木）17:00～19:00　オンライン・ZOOM
出席者：青木壯司、赤池秀夫、江連孝雄、大橋忠弘、清水　元、下山　登、眞宅康博、中島　巌、
中村俊雄、中山斌雄、野部明敬、日置憲二郎、松村英明、山岸信雄
（島崎幸男、増本千明、丸山哲平、吉松峰夫は都合により欠席）
参加はzoomアプリ立上げ、RoomNO：９７３－８３０４－２２３７ パスワード：７NBK07　を入力です。
 議題１．早稲田大学よりの9 月 21 日（水）以降の活動に関する要請文書を説明した。＊概要は以下
現役学生や大学関係者を含めた飲食を伴う会合や懇親会も実施可といたします。 ※ただし、立食形式による会食・懇親会には現役学生・大学関係者は参加不可となります。 実施にあたりましては、国や各自治体からの指針等を遵守し、感染対策の徹底をお願い するとともに、対面活動に不安がある場合は決して無理をなさらないようにしてください。 特に大学から通知されている以下の内容を遵守くださいますようお願いいたします。 ＜大学からの通知＞ ●会食（立食形式以外）は、以下の感染対策を遵守することにより、可能とする。 ①会話のときは特段の事情がない限り、不織布マスクを使用する。 ②密を避け、食事の時間はできるだけ短時間となるように努める。 ③手指の消毒を徹底する。 ④自治体の認証を取得した飲食店を可能な限り利用し、飲食店が定めた感染予防ルールに従う。 ⑤主催者は参加者を把握するなど、感染者が発生した際に連絡可能な状態を整える。 ●上記の会食（立食形式以外）については、今後感染が再拡大した場合は、再度制限を行うことを 検討する。 【懇親会等を行う場合の望ましい実施例】・食事の場面とマスクをつけて会話・交流をする場面を明確に分ける。また、飲み物の注ぎ合いを 控えるなど、飛沫飛散下の飲食とならない工夫をする。 なお、今後、感染状況の悪化などの変化が生じた場合には、上記方針を変更する可能性 がありますことを予めご承知おきください。その際には、校友会ホームページ等であらた めてお知らせいたします。 また、10 月 23 日（日）に予定しております「2022 年度ホームカミングデー」と「2022 稲門祭」につきましては、当初の予定通り、キャンパス内において飲食はできませんが、 大学周辺商店街（W 商連）や早稲田大学生協などにも全面協力いただき、対面とオンライ ンの併用による開催を目指して準備を進めております。
議題２．５０周年記念「第１０回国分寺寄席」総括。（以下概要確認と幹事から報告、反省、提案等発言）
日時：令和４年９月６日（火）国分寺市立いずみホール、幹事集合11:00、13:30開演（受付13:00～）、閉会16:30。＊時間ほぼ予定通り運行。＊幹事の会場設営と管理運営の詳細な要領は中山立案。
出演：金原亭馬生師匠、馬玉、馬治、（以上真打）、馬久、小駒、馬太郎（二つ目）、駒介（前座）、翁家和助（太神楽曲芸）。出し物は落語、太神楽曲芸、大喜利（茶番劇他、謎かけはコロナ禍で取り止め）
　＊好評で来場者の満足度は高かった。
料金：\1,500　　市民の評価もあり据え置いた。
実行委員会：従来通り幹事全員参加で対応するが、運営をリードするため実行委員会を構成。委員長は眞宅、委員は清水、野部、下山、赤池、中山、日置、大橋、松村の計９名。
協賛団体：国分寺市教育委員会、国分寺市老人クラブ連合会、社会福祉協議会の３団体で承認取り付け。
　チケット販売：コロナ対応で入場者50%目処に制限・最終１９８枚、車椅子席０（前回は３７５枚/車椅
子席は０）内訳：市老人クラブ連合会７５枚、眞宅関係５６枚、清水関係４１枚、中村関係１２枚、　
中山関係３枚、野部、下山関係各１枚　市報、ネット他６枚、当日3枚、合計１９８枚。（実入場者
は192名）。幹事は従来通り運営役とし、最後部などでの鑑賞対応し従来通りチケット購入はなし。
告知：８月１日付け市報に掲載した。
宣材等：チラシ。ポスターは印刷見送り、DMPにてデーターで作成、幹事にてプリントの上、市労連会長会、その他へ都度配布、活用した。
チケット：１～300の番号付きで印刷。200枚程度使用予定で眞宅実行委員長が全数管理。少し費用が掛
かるが、入場時の手間を鑑みミシン目を入れた方が良く、次回は考慮。
プログラム作成：第９回と同じA3版の見開き４ページ〈A4版〉建で２５０部作成。（内容は表紙、プログラム、出演者紹介、稲門会と広告ページで構成）。今回はプログラムに演目を掲載した。＊演目は事前眞宅さん確認。広告欄は企業/有志の名刺広告を出稿、収入増に寄与。
広告ページ：黒田社労士事務所、常栄、大橋ジャカランタ、黄田医院、セントラルゴルフ、DMP、@\3,000の計６コマと国分寺寄席実行委員中心に有志（眞宅、野部、清水，中山、大橋、松村、青木、日置、大橋、中村、中島、江連、下山、舘、増本、山崎、山岸、吉松の１８名（５０音順で）で出稿し協力頂いた。@\1,000/人・合計￥36,000の収入を見込む。タイトな予算での運営には寄与。
DVDの作成：50周年記念でもあり保存用も含め大橋が作成、配付先は協賛団体、師匠、幹事等。
＊２７日に社協、教育委員会等へ報告書持参の上お礼訪問。眞宅、清水、大橋若干予備保存あり。
実施体制案：幹事の役割分担、全般を通しての業務概要などは一覧表にした。（清水）。会場設営と管理体制は中山担当委員が立案し事前に概要を説明、徹底を図った。
いずみホールからの注意事項：会場使用、運営全般、コロナ対応（入場者の管理、検温37.5度以下、消毒、マスク着用、会場内注意事項など）要請あり、下山幹事長が取りまとめ幹事に説明した。
＊当日の出席幹事（17名）清水、眞宅、野部、青木、中山、日置、大橋、中村、中島、江連、下山、松村、赤池、吉松、舘、山岸、小田切三千代。
主な幹事の担当割：進行、司会：（眞宅、江連）、影マイク：（小田切三千代）、挨拶：（会長、中締は中山）、写真/DVD：（大橋、松村、山岸）、受付：（青木、中島、吉松、増本）兼会計（赤池、野部）、誘導/会場全般/設営：（中山チーフ、日置、中村、下山、松村、舘、山岸、他全員で応援）
＊会場設営と管理詳細は中山立案、リードしたが、会場内設営はほぼ良も入場者管理、受付に要員不足気味で反省。＊司会及び影マイクの台本は別途ひな型を作成提示、江連、小田切にて最終手直し。問題なく進行、特別な体験をしたとの感想あり。＊予約者の管理、対応は煩雑さあり要工夫。＊ロビーでの会話が場内に漏れたようで反省。＊写真は積極的に撮影した＊コロナ対応での検温、消毒、マスクなど影マイクで何回も案内したが、入場時の告知、掲示などで更に徹底を。＊体温37.5以上の入場対応とし、超えた方は入場遠慮願い、その旨更なる周知の要有。細かな対応策の詰が必要。。
会場設営のメイン作業「座らないでください札」等の設置・撤去は6チーム11人体制、細目は中山作
　成の通り。その他看板：下山・全員、ロビー入場管理：中山、日置、不正入場管理：全員、入口扉
は山岸、中村、外部入場：松村、検温：下山・舘・松村、開場誘導、空席管理：下段・中山・舘・
下山、上段・中村、日置、松村、山岸。会場、控室の忘れ物確認、事務所への報告等、山岸リーダ
ーで、会場；山岸、中島、控室：山岸、松村看板撤去：舘、中村。
弁当/飲物：中村、中島にて出演者８名と幹事１７人分を手配。幹事分ロビーでの飲食可能になり、急遽手追加配した。出演者は控室。残りの容器は東武ストアに持込んだ（中村、中島）。
その他準備：色紙/お土産：（清水、眞宅）、資材搬入：（清水、中村他）搬出（清水、中村、山岸）、
会場費の精算等（野部/赤池)。出演料（謝礼、袋入・野部）弁当代の準備（赤池会計）
その他留意点：今回休憩時の女性のトイレ使用の特別対応はしない。例年通り中山閉会挨拶時に清水、眞宅、司会は壇上に。終了後のお客様見送りは会長他にて実施。
広報対応：HP、早稲田学報、及び会報の記録原稿担当は野部。
収支案（別紙）：収入：入場料@\1,500X190人=\285,000、広告料計\36,000、会の会計から\120,000を補填として拠出、社協熊谷氏より\5,000寄付あり。支出：前年より100,000を減額目指した。最終収支計算書は別途。社協寄付\30,000、打上会￥38,600の支払い後最終残額\44,238で例年通り本会会計に組み入れる。打ち上げ会収支概要は下段に付記。
準備品：プログラム、名札、腕章、立看板、満員御礼、めくり、ミニ会旗、幟旗2本、文具一式
　　（筆記用具、ハサミ、セロテープ等）、養生テープ、布製紐、カットテープ（赤）、表示看板・（受付、
　　　予約者受付、その他など）VIDEOカメラ、三脚、カメラ（望遠/標準）その他。
出演者お土産等：8人分（小金井TERAKOYAのクッキー）大喜利出題者粗品：（紙袋入り、出演者の色紙、紅茶（清水提供））５人分用意も謎かけは中止したので、全品馬生師匠に贈る、色紙は１２枚を準備。（協賛団体、新規参加の会員/近隣等に配付）
打上げ会：コロナ禍で厳しい中、感染予防に徹し、時間短縮、食事会を主に、進行内容を工夫して実
施。場所・国分寺駅ビル９Fの和食・がんこ一部を貸切。飲食時以外はマスク着用・大声・歓声自粛
を原則に進めた。出席は馬生師匠ほか出演者８名、会員、近隣、三田会などの３３名。（前回３６
名）、下山担当幹事にて運営（野部会計、中山、日置、舘、山岸、丸山）。進行は下山、会長挨拶、
平林三田会会長乾杯、あと歓談、馬生師匠挨拶、謎かけなど、締めは諸江武蔵野稲門会会長。
出席幹事（12名）清水、野部、眞宅、中山、日置、中村、山岸、下山、大橋、舘、丸山、吉松。
会費は\４,000、師匠等の費用と飲食代金の不足分は総経費から補填。＊座席の案内に工夫要有、座席札活用なども。
議題３．同好会、三多摩支部関連
（1） 同好会開催予定：①ゴルフ（10/25に懇親G於青梅GC、景品に稲門祭記品提供）。②ハイキング（秋に実施）。③町歩き（11月に予定）。④句会（毎月1回リモート句会、10/22は茶話会、於「リトルプレイミュージック（古民家）」。⑤カラオケ（復活予定で研究中）。⑥麻雀（依然難しい環境、近隣で実施も要研究)。⑦）グルメ（同様、作る方は当分難しそう、会場は光公民館、JAもありそうも、本多と同じ環境？、ここは食べる方で研究）。⑧サロン（大きな会場、古民家でのクリスマスイベント等の検討）。⑨ボーリングは休会中、他に10/13有志によるサロン風企画開催予定、中島から報告。将来会場、日時等の固定で定期的な集会に発展、会員増に繋げる。
（2） 三多摩支部大会　2022年９月４日（日）13:30～16:30於ホテル日航（立川）会費@\2,000で開催。田中総長出席、モダンジャズ研究会OB、応援部が出演、ティーのみ。出席は清水、下山、赤池、野部、中山、日置、中村、大橋、江連、松村、山岸の１１名。
２０２３年度は順番で国分寺、小金井稲門会会長が支部長（副支部長）を務めることになる。
会長会、支部大会の開催、会計管理、23区支部、大学との窓口など、重要業務を担うことになる。
尚田中愛治総長の２０２３年以降の全国支部総会への出席は地方都市と大都市交互の出席に変更となる。（就任以来全国回った、私立大学連盟会長など多忙となる等の理由、又出席する際は内容も濃いものにしたい）、２０２３年度は地方都市で三多摩支部総会はなく、２０２４年度に。
（3） 国分寺三田会２０周年記念総会/祝賀会
２０２２年１０月９日（日）於ホテルエミシア東京立川　記念総会11：00～12：00（受付10：30）記念祝賀会12：30～15：00（受付12：00）清水、野部が出席。＊慶應義塾ワグネルソサィエティ男声合唱団出演、会費６,０００円　、飲食を伴う行事。＊シティホテルでの開催。
議題４．２０２２年度稲門祭記念品販売　（赤池担当幹事より）
①校友会からの依頼額\160,00②実販売は現在\94,000③購買残\66,000を会の会計より追加購入し\160,000をクリアする。、追加分は10月初め受領。引き続き会員の購入を促す、残は稲穂祭などの景品に使用。購入者へのお渡しは別途④購入品明細及び抽選券（\2,000に1枚）８０枚の割当表は例年通り作成（赤池担当）⑤当日抽選会の立会は赤池、清水、野部、日置、中村、下山、山岸他で対応。14:00に南門の記念品販売所を予定も詳細別途⑥今回の抽選要領等は明日の委員会に出席するので、赤池が確認の上報告。⑦当選品は例年通りふるさと賞/職域賞以上は当選者に、その他は当日幹事に一任。尚当選品は一時幹事が保管、次回役員会にて、上記の購入品と合わせお渡しする外、随時機会をみてお渡しする。＊国分寺稲門会からふるさと賞（武蔵国分寺焼菓子セット）は１０月２週目に校友会宛て送付。（赤池、清水、下山）従来の三多摩模擬店（缶ビール２ケース）寄贈は模擬店実施無く見送り。
　＊校友会の組織強化補助金申請要件につていては別途確認し申請。（会長、幹事長、会計幹事にて協議、10月目処に手続き）
議題５．稲穂祭開催の件。（下山幹事長より説明）
コロナ禍で同好会活動も自粛気味で会員間の交流機会が少なくなっているが、政策的にウイズコロナの方向も見えてきたこともあり、9月２３日以降の大学から活動指針を遵守の上実施したい。会場は昨年同様リオンホールを予約済で、具体的に準備に入りたい。日時は12月３日（土）於リオンホール、ラフな時間割は受付開始18:00、開会18:30、閉会21:30、内容としてグリークラブのコンサートをメインに計画中もGCは現役の定期演奏会に重なり難しそうで、日置提案の若手女性音楽家3人の出演で詰めることとした。詳細は別途。尚コロナ対策で①ステージと客席、客席間のソーシャルディスタンス②入場時の体温測定、手の消毒、③客席でのマスク着用、④定員260名の減員などはホール側とコロナの状況を鑑み今後の協議となる。その他検討事項：①出席者：会員に限るか（家族は特に案内せず、申込あれば可とするか、来賓、学生は）②席順、配置のソシャルディスタンス③恒例オークション、ビンゴはどうするか④校歌斉唱はなどコロナ禍の状況、昨年の例を参考に検討する。
*案内状発送は1ヶ月前を目処にする。
議題６．（１）「ホームページの訪問者・アクセス頁」について（松村副幹事長より報告）
訪問者数　 アクセス頁数　　　　　訪問者数　  アクセス頁数
2021年7月　　　　1,676　　　 2,938　　　　　　　8月  1,487　  2,636
９月　　　　1,409　　　 2,265　　　　　　　10月 1.381　　 2,568
11月　　　　1,406　　　3,427　　　　　　　12月 1.406　　 2,603
2022年1月　　　　1,457　　  2,514　　　　　　　2月 1,402　　  2,817
　　　 　　3月　　　　1,393　　　2,415　　　　　　　4月 1,512　　  3,132
　　　　　 5月　　　　1,720　　　4,450　　　　　　　6月1,640　　   3,002    
　　　　　７月　　　　1,519　　　2,752   　 　　　　8月  1,452　　　2,628                　　　　 
 　　訪問者数1,452名（全世界）閲覧頁数2,628頁（同）、  訪問者の内、国内は７９２，USAが４70 
 （２） 会報７４号の発行について
　　春号の発行は「創立５０年誌」の発刊があり延期した。既報の通り７４号は本年末を予定している。
発行日は昨年と同じ1月５日（新年号）とし、年末に発送したい。編集長は山岸さん、清水が補。                       
議題７．会計報告　９月１４日現在（山崎/赤池会計幹事より）
残高：\768,971　内訳：　現金73,321、多摩信265,151、郵貯430,499
＊会費納入者７７名、事務局にて未納者への納入お願いを兼ね、下期活動指針/予定等を同封し早々に行
いたい。
議題８. 令和４年度第７回役員会開催について、
２０２２年１０月　２８日（　金　）１８：００～２０：００（予定）　本多公民館講座室
議案は稲門祭、下期の同好会、稲穂祭等の対応、記念品、賞品のお渡し、その他。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責：清水　元）

                                                         　　　　
